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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
厚
生
年
金
違
法
未
加
入
の
緊
急
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

厚
生
年
金
の
未
適
用
事
業
所
に
対
す
る
適
用
促
進
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

御
指
摘
の
平
成
二
十
八
年
一
月
十
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
塩
崎
厚
生
労
働

大
臣
の
答
弁
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
六
日
内
閣
衆
質
一
九
〇
第
五
八
号
。
以
下
「
答
弁
書
」

と
い
う
。
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
必
要
な
取
組
を
、
引
き
続
き
、
計
画
的
か
つ
確
実

に
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
厚
生
年
金
の
未
適
用
事
業
所
に
対
す
る
適
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
対

策
を
検
討
し
て
い
く
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
委
員
会
の
議
事
録
の
訂
正
を
行
う
考
え
は
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
調
査
、
就
労
状
況
の
確
認
及
び
実
態
把
握
に
つ
い
て
の
検
討
に
関
す
る
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
の
答
弁
に
つ

い
て
は
、
答
弁
書
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
期
限
の
目
途
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。


